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業績予想に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 21 年 5 月 11 日に公表を見送りました平成 22 年 3 月期の第 2四半

期連結累計期間（平成 21 年 4 月 1 日～平成 21 年 9 月 30 日）の業績予想について、下記のとおりお

知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想（連結） 

平成２２年３月期 第２四半期連結累計期間 （平成 21 年 4 月 1 日～平成 21 年 9 月 30 日）  
                                      （金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （A） ― ― ― ― ― 

今 回 発 表 予 想（B） 57,000 2,300 3,300 2,500 18 円 72 銭 

増  減  額          （B－A） ― ― ― ― ― 

増 減 率            （%） ― ― ― ― ― 

（ご参考）前期第 2 四半期実績 

（平成 21年 3 月期第 2四半期） 
68,058 8,054 9,879 5,660 41 円 49 銭 

 

２．業績予想の概要 

当社グループの関連する液晶関連市場では、各液晶パネルメーカの稼働率が大幅に改善し、リプレ

イスランプ販売は堅調に推移しております。しかしながら、先行きの在庫増加懸念から新規設備投資

には検討を重ねながらも引き続き慎重な姿勢です。半導体関連市場では、十分な製造ライン稼動率に

は到っておらず、リプレイスランプ販売、装置販売ともに底ばいの様相を見せております。一方、プ

ロジェクタ関連市場におきましては、３Ｄシネマコンテンツの配給増加から、デジタルシネマプロジ

ェクタの堅調な販売推移が予想されます。 

このような事業環境の中、各種コストの削減や、海外グループ会社を含めたグローバルベースでの

生産性の向上および製造コストの低減を行なうとともに、来るべき事業環境の回復を見据えた体制の

整備など、引続き全グループを挙げて業績の向上に注力してまいります。 

 

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後

さまざまな要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

以 上 


